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The very large board walls are used in the traditional wooden structures such as shrines and temples. These board walls 
are expected to have the seismic performance, however, elucidation of the seismic behavior of the board walls remains 
incomplete. In this study, we conducted the in-plane shear tests of frames including board walls and attempted to clarify 
the mechanism of the seismic performance of the large board walls. In addition, we suggested the seismic strengthening 
scheme with the stiffening bar and  verified the stiffening effect by the in-plane shear tests.
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１．はじめに
　現在、東本願寺御影堂門において、耐震補強のための調査研究が実施されている。東本願寺御影堂門は、




例えば 1）、稲山らによって理論的な考察も行われ 2）、壁倍率認定も行われている 3）。しかしながら、本論で対象








擬した試験体であり、軸組内に 3枚の板壁を用いている。試験体 2および試験体 3は、吸い付き桟と呼ばれ
る材を板壁内に貫通させた試験体であり、板壁の補強を意図した試験体である。なお、吸い付き桟の段数は
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【試験体 1】 【試験体 2】 【試験体 3】 【試験体 4】












































































































































【試験体 1】 【試験体 2】 【試験体 3】 【試験体 4】









































































































ケヤキ1 960.1 2046.2 10.09
ケヤキ2 1148.5 1869.6 11.34
ケヤキ3 899.8 1514.7 8.45
ケヤキ4 947.6 1316.3 7.63
平均値 989.0 1686.7 9.38
ヒノキ1 436.4 352.3 3.95
ヒノキ2 269.2 315.8 3.02

































































































































している。また、めり込み範囲 Xpは、文献 2）を参照し、板壁の幅の 1/3とした。
　板壁と梁との間には初期クリアランスが存在しているため、ある変形角まではめり込みが生じない。そこ
で、図 13 に示すように、板壁が回転することで生じる板壁頂点の y 方向の変位量Δ y1 と梁を含む軸組が柱






15）。この際に、引き独鈷のめり込み変形量をΔ y3 とし、図 16 に示したようにΔ y3 が生じることでめり込
み範囲 Xp が減少するとした。Δ y3 を考慮しためり込み範囲 Xp' は幾何学的な関係より次式から求めた。
Xp
' = Xp −
(Δy3 − Δy2 )
2 ⋅R  （1）
　なお、上式では、軸材の幾何学的変形によるΔ y2 も考慮した。さらに、今回の試験体では板壁の上下の
土台と梁との拘束条件が異なるが、本論の計算では簡便のため対称と仮定し、式（1）の第 2 項に示したよ
うに Xp' を求める際には ( Δ y3- Δ y2)/2 として計算した。
　また、引き独鈷のめり込みによる支点反力 V は、図 12 に示すように、板壁が梁を押し上げる力を両側で
均等に支えるとして、次式より求めた。
V = N1 + N2 + N3
2  （2）





性を図 18 の case1 に示す。図 17 の case1 の結果では、初期剛性は実験結果と良い対応を示しているものの、
降伏後の耐力に大きな開きが見られた。そこで、引き独鈷のめり込み特性値において、初期剛性は保持しつ
表 2　計算に用いた諸定数
梁（ケヤキ）の縦ヤング係数 E0 11.5 kN/mm2
全面横圧縮ヤング係数 E90=E0/15 767 N/mm2
めり込み基準材料強度 Fcv 21.3 N/mm2
めり込み範囲 Xp 94.3 mm
稲山めり込み式におけるパラメータ n 4 -



















































































図 17　計算結果と実験結果の比較 図 18　引き独鈷のめり込み荷重-めり込み変形関係
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